





















ざまな内容になっているのはやむを得ないことでしょう O また， EEC， Seoul， New Yorkと外国の事例
に関する論文が3編あること，執筆者に客員研究員，留学生など外国人が3人いること，英語およびフ
ランス語(翻訳をつけました)の論文がそれぞれ1編あることなど，国際色が豊かになったことは一つ
の特徴です。都市研究センターでは， 1991年以後英文年報を毎年発行し，海外の研究所・研究者に送付
することにしています(こんな研究所・研究者には送ってほしいという要望を都市研究センタ一事務室
に寄せて下さい)。この年報には 総合都市研究の英文要旨をそのまま掲載しています。都市研究に関
して日本から海外に発信される情報の少ないことから，このような情報源にも，多くのレスポンスがあ
ることが期待されます。その意味で総合都市研究の英文要旨も日本語論文の付け足しではなく，極めて
重要な情報として考え，内容の改善を図っていきたいと思っています。この点にもご協力下さい。
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